

















































































































































合計荷業業務系 住宅系 商業・業務系 住宅系
充足率高 A.141地区 C.36地区 D.61地区 F.22地区 260地区
46.4% 11.8消 20.1% 7.2覧 85.5% 
充足串低 B.18地区 該当なし E.18地区 G.7地区 43地区
5.9覧 5.9前 2.3% 14.1略
159地区 36地区 79地区 29地区
303地区合計 52. 3~‘ 11師 26.0% 9.5% 














40唱 60百 80唱 100目
図2 各タイプの施行主体の占める割合
118 総合都市研究第 80号 2003
駅前地区 一般市街地地区
商業・業務系 住宅系 商業・業務系 住宅系
充足率
A C D 
高
充足率









































































商業・業務系 住宅系 商業・業務系 住宅系
A.駅前商業・業務型 c.駅前居住・複合型 D.商唐街核づくり型 F.商業混合地居住型
a. 18.6% a. 16.3% a. 20.2% a. 13.6% 
容積 b. 75.6 人/ha b. 152.2 人/ha b. 68.0 人/ha b. 97.8 人/ha
充足率 C. 2.97 人/世帯 C. 2.98 人/世帯 C. 2.82 人/世帯 c. 2.91 人/世帯
高い d. 28.1% d. 26.0% d. 28.7% d. 26.9% 
e. 17.2 e. 17.4 e. 6.8 e. 14.2 
f. 9，707 (百万円/ha) f.8，194(百万円/ha) f. 9，813(百万円/ha) f. 6，252 (百万円/ha)
B.駅前整備型 凡例 E.商唐街活性化型 G.住・商環境整備型
a. 12.2% a.不燃化率% a. 9.8% a. 2.4% 
容積 b. 81. 2 人/ha b.人口密度人/ha b. 115.4 人/ha b. 104.0 人/ha
充足率 C. 3. 14 人/世帯 C. 標準世帯人数 C. 3.26 人/世帯 c. 3. 54 人/世帯
低い d. 25.1% d.公共施設率% d. 16.5% d. 8.4% 
e. 16. 1 e.公共施設率変化 e. 6. 7 e. 6. 7 
f. 4， 127(百万円/ha) f.平均事業費 f. 4，334(百万円/ha) f. 3，987 (百万円/ha)






















































































容~ a. 1.1ha 
充 Ic. 20，100凶






































































































































































































































地区名・施行者 地区の特徴 事業の契機・ 権利 延べ面積 保留床率・
合併事業
事業の成立・推進に決定 再開発制度
所在地 地区面積 目的 者 容積率 処分先 的役割を果たしたこと に望むこと
酒田中町第4 旧中心市街地 大火により焼失 8人 4.416 rl 0首 火災復興 個人施行制個人 商業集積地 防災化・近代化・ (9) (ー ) 権串l床のみ 土地区画整理事業 度の充実山形県酒田市 0.24 ha 市街地環境整備 287同
中旬名腐衝 中心市街地 商業地盤の沈下 1人 2.695 rl 口弘 権利変換計画が^~-^Iこ 準備段階で個人 商業集積地 防災よの不安 (1，771) 権利床のみ な し の資金調達




石励町館4 中心商業地 自人 2，104而 日誌保留床はつく 街路事業近代化事業を
個人 商業集積地 商業地盤の沈下 (1，677) らず地権者の増床 組合せて、用地、物件補
富山県小矢部市 0.11 ha 商庖衝近代化・ (11) 196首 (427 m)のみ 街路事業・ 償費を自己資金に充て、
右勧町115 中心商業地 防災化，積雪対 1，903而 。唱 商庖街近代化事業 低利融資も受けられる1人
個人 商業集積地 策 (11) (2，102) 権利床のみ
ようにして施行者の負
富山県小矢部市 0.14 ha 156覧 担を軽くした(注2)




地区名・施行者 地区の特徴 事業の契機・ 権利 延べ面積 保留床率・
合併事業
事業の成立・推進に決定 再開発制度
所在地 地区面積 目的 者 容積率 処分先 的役劃を果たしたこと に望むこと
中仙温I 旧中心市街地 1 4，779 rl 47弘地権者が従前
住宅供給公社 住商混合地 人 (ー ) 権利割合に応じ全
地権者の理解・努力埼玉県上尾市 0.23 ha 住環境の整備 (11) 240首 て買取り賃貸経営 コミュニ予イ住環境整備 補助金制度
中仙遭1-2 i日中心市街地 土地利用改善 3，716 rl 46見 20唱は地権者 事業
コンサル告ントの力量 の簡素化
6人 供給公社の協力
住宅供給公社 住商混合地 (6) (452) が買取り、残り埼玉県上尾市 0.17 ha 225百 26怖を分譲
有鋤町第 1 中心商業地 9人 3，134 rl 日首保留床はつく 街路事業・近代化事業を
個人 商業集積地 商業地盤の沈下 (9) (2，387) らず地権者の増床 組合せて、用地、物件補富山県小矢部市 0.2 ha 商庖街近代化・ 157弘 (747 m)のみ 街路事業・ 償費を自己資金に充て、
有働町第8 中心商業地 防災化・積雪対 1，573 rl 0略保留床はつく 商唐街近代化事業 低利融資も受けられる5人
個人 商業集積地 策 (5) (1，543) らず地権者の増床
ようにして施行者の負
富山県小長部市 0.1 ha 159 % (30m)のみ 担を軽くした(注2)
立町第4 !日中心市街地 商業地盤の沈下 6人 1，661而 98出(;主 1)地権者 商庖街近代化事業 住環境モデ J~事業との合個人 住商混合地 近代化・公共施 (6) (1，453) が取得し一般分譲 住環境モデル事業 併施行により資金計画富山県新湊市 0.13ha 設・住環境整備 170唱 も行う(比率不明) が円滑に行われた
中町A 旧中心市街地 商業地盤の沈下 日人 1，982 rl 54首 街路事業・ 商庖街の商業力の低下 準備段階で
個人 住商混合地 近代化ー公共施 (6) (1，217) 一般分譲 商居街近代化事業 に対する危機感
の資金調達
三重県松阪市 。1ha 設整備・防災化 256私 の制度化




(2.308) 増床のみ(賃貸住 な し 定
対する税金










































































































































1， 2， 3， 4・市街地再開発事業の全記録1981，1986， 
1991， 1995 
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百lepu叩oseof this paper is to consider the feasibility of low-dense Urban Re-development Projects. 
We classified 304 projects by following three points ofview; 1) Conditions oflocation， 2)Building type， 
and 3) Floor area ratio. As the result， we conclude that Urban Re-development project can be categorized 
into seven classifications by their characteristics. From analysis of project data of them， we achieve to 
figure out advantages and problems of each classification. Moreover， we find out there are several Urban 
Re-development Projects oflower land usage in not around train station district. 
